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◆環境課
☎587－ 6003
℻   587 － 3834

毎月第 4土曜は
 廃食油回収の日

1 月 22 日㈯　午前 10 時～午後 1時

回収会場：市役所別館（旧コミセンやす）横
電話ボックス付近
回収物：廃食油、牛乳パック、アルミ缶
環境課☎ 587 － 6003、エコロジーマー

ケットやすの会・増村☎ 586－ 1441

　
「
地
球
温
暖
化
」
は
、
私
た

ち
人
間
が
大
量
の
二
酸
化
炭
素

（
CO2
）
を
排
出
し
た
こ
と
が
主
因

と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
温
暖
化
の
影
響
が
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
「
水
」
を
も
脅
か
す
と
い
う

恐
ろ
し
い
仕
組
み
が
で
き
あ
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
に

よ
っ
て
、
地
球
上
の
水
に
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
表
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
日
本
で
は
、
雨
が
ほ
と
ん
ど

降
ら
な
い
日
が
増
え
、
逆
に
局
地

的
な
大
雨
が
増
加
す
る
な
ど
各
地

で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
も
ま
っ
た
く
雨
が
降
ら
な

い
な
ど
、
今
ま
で
に
例
を
見
な
い

現
象
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

い
よ
い
よ
出
発
！

５
秒
以
上
停
止
す
る
と
き
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
る
と
燃
料
の
節
約
に
！

◎
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
CO2
の
約

４
割
は
水
ま
わ
り
か
ら
？

　

水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
浄

水
場
や
下
水
処
理
場
で
の
水
処
理

な
ど
、
水
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
CO2
が
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

使
う
水
は
、
お
湯
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
お
湯
を
沸
か

す
た
め
に
ガ
ス
や
灯
油
、
電
気
を

使
用
す
る
こ
と
で
CO2
が
排
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
１
人
１
日
当

た
り
で
は
、
250
〜
300
リ
ッ
ト
ル
も

の
水
を
消
費
し
て
お
り
、
そ
の
内

家
庭
か
ら
出
る
CO2
の
４
割
は
水
ま

わ
り
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

◎
地
球
の
温
暖
化
を
抑
え
る
た
め

に
、
身
近
な
水
の
使
い
方
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
！

　

例
え
ば
こ
ん
な
取
り
組
み
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

○
洗
面
所
で
洗
顔
・
歯
磨
き
の
水

　

を
こ
ま
め
に
止
め
る
。（
１
分

　

間
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
24
本
分
）

○
風
呂
で
シ
ャ
ワ
ー
の
水
を
出
し

　

っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
。（
節
水

　

シ
ャ
ワ
ー
用
ヘ
ッ
ド
を
つ
け
る
）

○
ト
イ
レ
で
必
要
以
上
に
水
を
流

　

さ
な
い
。

○
台
所
で
食
器
や
調
理
器
具
に
つ

　

い
た
油
汚
れ
な
ど
を
そ
の
ま
ま

　

流
さ
な
い
。（
油
汚
れ
な
ど
を

　

水
と
一
緒
に
流
す
と
下
水
処
理

　

に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
、
た

　

く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
）

○
洗
濯
も
の
は
ま
と
め
て
洗
う
。

　
（
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
利

　

用
す
る
）

○
米
の
と
ぎ
汁
は
、
植
物
へ
の
水

　

や
り
、
拭
き
掃
除
や
食
器
洗
い

　

に
活
用
す
る
。

エコドライブで地球にやさしく
　昨年 11 月 12 日、温室効果ガス削減を目的とした
省エネ運転のノウハウを習得してもらおうと、市内の
事業所から 13 人が参加して「エコドライブ教習会」
を開催しました。
　座学講義で発進時のアクセルの踏み方やアイドリン
グストップなどについて説明を受けた後、実際に道路
に出てエコドライブを実践しました。
　また、この日は電気自動車や天然ガス自動車の試乗
体験も実施しました。



木
部
神
社
の
棟む

な

ふ

だ札
調
査

【1 月の休館日】1 日㈷～ 4 日㈫・月曜・火曜
日　※ 10 日は祝日開館
◆テーマ展「古代の土器・甕（かめ）」／
1月 30 日㈰まで
　近江型甕、韓式土器甕、土師器甕、須恵器
大甕など、弥生～奈良時代のさまざまな甕を
展示しています。

　

木
部
自
治
会
で
は
郷
土
誌
『
木

部
誌
』
の
編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
で
編
さ
ん
の
仕
事
を

は
じ
め
て
10
年
に
な
る
た
め
、
冊

子
と
し
て
ま
と
め
る
作
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
編
さ
ん
の
作
業
過
程
で
、

木
部
神
社
に
古
い
棟
札
が
あ
る
こ

と
が
以
前
の
記
録
に
見
え
る
こ
と

か
ら
、
宮
司
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

い
て
木
部
史
編
さ
ん
委
員
会
と
博

物
館
で
調
査
し
ま
し
た
。

　

本
殿
内
に
収
め
ら
れ
て
い
た
棟

札
は
10
枚
で
す
が
、
古
い
２
点
の

棟
札
は
１
８
９
５
（
明
治
28
）
年

に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
も
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
最
も
古
い
南
北
朝

時
代
、
１
３
７
３
（
応
安
６
）
年

の
棟
札
は
か
な
り
表
面
に
傷
み
が

あ
り
、
部
分
的
に
し
か
文
字
が
見

え
ま
せ
ん
が
、
明
治
の
写
し
で
は

も
う
少
し
多
く
の
文
字
が
書
き
写

さ
れ
て
い
ま
す
。
縦
83
・
０
㎝
、

横
幅
10
・
９
〜
11
・
１
㎝
で
、
厚

さ
1.0
㎝
の
長
方
形
の
板
で
す
。
明

治
の
写
し
は
上
が
平
ら
で
な
く
剣

形
の
棟
札
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
木
部
郷
悪
王
子
」
の
文
字
が

認
め
ら
れ
、
応
安
６
年
８
月
15
日

に
柱
立
て
を
行
い
、
同
29
日
に
上

棟
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
木

部
神
社
は
悪
王
子
社
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
錦
織
寺

住
持
権
大
僧
都
綱
厳
」
の
名
前
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
錦
織
寺
の
歴

史
の
中
で
は
存
覚
上
人
を
四
代
目

に
配
し
、
五
代
目
を
慈じ
か
ん観
上
人
＝

綱こ
う
ご
ん厳

と
し
て
い
ま
す
。
慈
観
は

１
３
５
１
（
観
応
２
）
年
に
錦
織

寺
に
入
寺
し
、
１
４
１
９
（
応
永

26
）
年
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大

変
古
い
時
代
の
こ
と
で
す
。

　

次
い
で
古
い
江
戸
時
代
前
期
、

１
６
８
７
（
貞
享
４
）
年
の
棟
札

は
、
縦
77
・
９
㎝
、
横
幅
10
・
９

〜
12
・
５
㎝
、
厚
さ
1.2
〜
1.3
㎝
の

剣
形
の
棟
札
で
、
墨
が
か
な
り

無
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
明
治
の
写
し
が
あ
り
、
元
の

棟
札
と
一
体
に
釘
止
め
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
の
神
主
は
清

兵
衛
、
大
工
は
長
谷
川
茂
左
ヱ

門
、
時
の
庄
屋
は
田
中
喜
兵
衛
と

沢
権
兵
衛
と
あ
り
、
旗
本
上
田
家

領
と
旗
本
斎
藤
家
領
の
庄
屋
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
貞
享
４
年
５
月
15

日
夜
に
下
遷
宮
を
行
い
、
同
29
日

夜
に
上
遷
宮
を
行
っ
て
お
り
、
修

理
を
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
屋

根
を
葺
い
た
檜ひ

わ
だ皮

屋
長
三
郎
は
京

都
の
職
人
で
し
た
。
棟
札
の
起
草

者
「
錦
織
寺
浄
蓮
社
澄
譽
利
天
」

は
、
１
６
８
５
（
貞
享
２
）
年
看

坊
住
職
と
な
り
１
６
９
０
（
元
禄

３
）
年
退
寺
し
た
利
天
上
人
と
対

応
し
、
実
在
の
人
物
で
す
。
錦
織

寺
と
神
社
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、１
７
９
２
（
寛
政
４
）

年
５
月
、
吉
地
村
棟
梁
大
工
谷
川

若
狭
重
道
が
修
復
し
、
１
８
０
９

（
文
化
６
）
年
12
月
に
同
じ
く
大

工
棟
梁
谷
川
若
狭
重
道
が
修
復
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
８
７
４

（
明
治
７
）
年
10
月
８
日
比
留
田

村
大
工
辻
治
郎
兵
衛
が
再
建
し

た
こ
と
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）

年
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
、

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
も
葺

き
替
え
を
実
施
し
た
こ
と
が
棟
札

か
ら
分
か
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
諸
資

料
を
調
べ
、
地
域
の
歴
史
を
た
ど

り
原
稿
を
書
き
本
に
ま
で
仕
上
げ

て
い
く
作
業
に
は
苦
労
が
あ
り
ま

す
が
、
喜
び
も
多
い
も
の
で
す
。

（
博
物
館
学
芸
員　

古
川
与
志
継
） 応安 6年の棟札（左・明治の写し、右・原品）

棟札の調査と編さん会議
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